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三
月
二
十
六
日
（
日
）
に
揖
斐
川
町
連
合

消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
、
揖
斐
川
町
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
消
防
団
五
十
三
人
、
谷
汲
消
防
団

八
人
、
春
日
消
防
団
七
人
、
久
瀬
消
防
団
二

人
、
坂
内
消
防
団
一
人
の
七
十
一
人
が
新
し

く
入
団
し
、
代
表
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
消
防

団
活
動
に
熱
い
気
持
ち
で
辞
令
を
受
け
、
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
消
防
団
杉
山
清
団
長
を
始

め
六
団
で
八
十
四
人
が
退
団
さ
れ
、
揖
斐
川

消
防
団
河
瀬
正
義
新
団
長
を
始
め
計
九
十
二

人
が
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び
日
本
消

防
協
会
長
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）

　

こ
の
た
び
揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
十
七
年
九
月
に
行
わ

れ
た
第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
管

理
執
行
お
よ
び
有
権
者
に
対
す
る
啓
発
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
、

正
確
で
迅
速
な
選
挙
執
行
に
向
け
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

三
月
二
十
日
（
月
）、
三
輪
の
今
西
か
ず
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
西
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
見
た
健
康
法
な

ど
体
に
良
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
実
践
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
食
べ
物
は
な
ん
で

も
食
べ
ら
れ
、特
に
、酢
の
物
が
好
物
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
西
さ
ん
に
は
、
宗
宮
町
長
よ
り
長
寿
の

お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。

町長特別感謝状を受ける杉山団長

揖
斐
川
町
連
合
消
防
団
辞
令
交
付
式

揖
斐
川
町
連
合
消
防
団
辞
令
交
付
式

選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今西さんおめでとうございます 受賞の報告をされた揖斐川町選挙管理委員会　森委員長

消
防
庁
長
官
竿
頭
授　
　
　
　

藤
橋
消
防
団

町
長
特
別
感
謝
状　
　

　
　
　
　

揖
斐
川
消
防
団
長　

杉
山　
　

清

日
本
消
防
協
会
長　

　

功
績
章　

藤
橋
消
防
団
長　

大
葉　

光
義

　
　
　
　
　

揖
斐
川
消
防
団
副
団
長　

牛
嶋　

昭
三

　
　
　
　
　

藤
橋
消
防
団
副
団
長　

中
川
喜
代
文

　

精
績
章　

揖
斐
川
消
防
団
副
団
長　

河
瀬　

正
義

　
　
　
　
　

坂
内
消
防
団
分
団
長　

近
岡　

春
幸

　

勤
続
章　

坂
内
消
防
団
分
団
長　

田
中　

國
夫
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三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

第
三
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
に
岐

阜
県
選
抜
と
し
て
参
加
し
た
竹
中
宏
旭
さ
ん

が
ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
、
宗
宮
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
が
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ベ
ス
ト
８

と
な
り
ま
し
た
が
、
竹
中
さ
ん
は
一
セ
ッ
ト

も
落
と
さ
ず
善
戦
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
さ
ん
は
試
合
に
つ
い
て
、「
自
分
よ
り

強
い
選
手
が
い
っ
ぱ
い
い
た
の
で
良
い
経
験

と
な
っ
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
清
水
小
学
校
の
森
華
菜
さ
ん

が
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
第
三
十
一
回
『
私

の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』
コ
ン
ク
ー
ル
一
・
二

年
生
の
部
の
中
央
審
査
出
品
作
品
で
ア
イ
デ

ア
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の
四
県
の
東

海
管
内
で
二
十
万
点
を
越
え
る
作
品
の
中
か

ら
選
ば
れ
、
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ

れ
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
の
貯
金
箱
は
「
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う

け
ん
」
を
テ
ー
マ
に
紙
ね
ん
ど
な
ど
で
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
（
土
）、
旧
名
鉄
谷
汲
駅
・
揖

斐
川
町
昆
虫
館
前
に
環
境
の
駅
四
号
店
（
谷

汲
店
）
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
の
駅
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ

ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
公
益
信

託
ぎ
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
つ
ら
つ
フ
ァ
ン
ド
の
助
成

を
受
け
て
整
備
し
た
も
の
で
、
管
理
運
営
は

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
谷
汲
が
行
い

ま
す
。

　

環
境
の
駅
で
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
回
収
を
行
い
、
投
入
す
る
と
揖
斐
郡
内

や
垂
井
町
の
三
十
六
登
録
店
舗
の
ラ
ッ
キ
ー

チ
ケ
ッ
ト
が
三
割
の
確
率
で
当
た
り
ま
す
。

　

三
月
十
九
日
（
日
）、
旧
名
鉄
谷
汲
駅
構
内

に
お
い
て
「
赤
白
電
車
（
旧
名
鉄
モ
５
１
０

形
）
お
か
え
り
な
さ
い
」
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
団
体
「
赤
い
電

車
友
の
会
」
の
企
画
で
、
関
係
者
の
あ
い
さ

つ
、
揖
斐
高
等
学
校
吹
奏
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
の
後
、
宗
宮
町
長
が
赤
白
電
車
の

運
転
台
に
乗
り
込
み
、
参
加
者
が
構
内
ま
で

電
車
を
押
し
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
白
電
車
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、
町

の
観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
入
賞

全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
入
賞

第
三
十
一
回『
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』

第
三
十
一
回『
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

赤白電車が谷汲に帰ってきました 谷汲に環境の駅オープン

森さんおめでとうございます 竹中さんおめでとうございます

環
境
の
駅
四
号
店
オ
ー
プ
ン

環
境
の
駅
四
号
店
オ
ー
プ
ン

赤
白
電
車
お
帰
り
な
さ
い

赤
白
電
車
お
帰
り
な
さ
い


